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このビラや市政へのご意見をお寄せください。

新名神（第２名神）の凍結区間の工事再開
から鵜殿のヨシを守ろう

　

新
名
神
に
つ
い
て
、
今

年
４
月
１
日
、
当
時
の
国

土
交
通
大
臣
は
、「
新
名

神
高
速
道
路
」
の
大
津
〜

城
陽
、
八
幡
〜
高
槻
間
の

建
設
凍
結
を
解
除
す
る
方

針
を
突
然
表
明
し
、
20
日

　

９
月
議
会
で
の
中
村
れ
い
子
市
議
の
「
新
名
神
の
抜
本
的
見
直
し
区
間
の
建

設
に
つ
い
て
」、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」、「
高
槻
市
の
保
育
計
画
に

つ
い
て
」
質
問
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

に
は
西
日
本
高
速
道
路
会

社
が
こ
の
区
間
の
事
業
認

可
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
２
区
間
に
つ
い
て

は
、
ム
ダ
な
高
速
道
路
は

造
ら
な
い
事
を
前
提
と
し

た
、
道
路
公
団
民
営
化
に

伴
っ
て
凍
結
さ
れ
て
い
た

の
も
で
す
。
高
槻
〜
八
幡

間
は
約
10
㎞
、
建
設
費
は

３
５
４
７
億
円
で
す
。

　

今
回
高
速
道
路
の
工
事

再
開
の
費
用
は
、
全
国
で

３
兆
円
８
０
０
０
億
円
を

突
然
の
新
名
神
凍
結
解
除

市
の
答
弁

  

第
２
京
阪
が
開
通
す
る

も
、
現
名
神
の
交
通
負
荷

に
変
化
な
く
、
国
に
お
い

て
有
識
者
委
員
会
の
意
見

も
あ
り
、
総
合
的
に
判
断

し
４
月
に
事
業
開
始
の
判

断
が
さ
れ
た
。

鵜
殿
の
ヨ
シ
は
平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

　

新
名
神
は
、
枚
方
か
ら

高
槻
に
か
け
て
は
、
淀
川

河
川
敷
に
あ
る
「
鵜
殿
の

ヨ
シ
原
」
の
上
を
横
断
し

ま
す
。
鵜
殿
の
ヨ
シ
は
、

篳
篥（
ひ
ち
り
き
）の
リ
ー

ド
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
貴

重
な
ヨ
シ
で
す
。
現
在
、

「
雅
楽
の
伝
承
に
、
必
要

な
鵜
殿
の
葦
の
、
保
全
の

た
め
に
、
新
名
神 

高
速
道

路 

建
設
計
画
を
、
見
直
し

て
下
さ
い
」
と
い
う
署
名

を
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

署
名
に
は
、「
雅
楽
に
必

要
不
可
欠
な
、
良
質
の
ヨ

シ
が
採
取
で
き
る
、
貴
重

な
唯
一
の
地
域
で
す
」
と

あ
り
、「
鵜
殿
に
自
生
す

る
ヨ
シ
が
、
古
来
か
ら
最

適
と
さ
れ
、
現
在
も
代
わ

る
も
の
は
な
い
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
新
名
神
の

市
の
答
弁

  

鵜
殿
の
ヨ
シ
原
は
、
雅

楽
で
使
用
す
る
良
質
な

ヨ
シ
が
と
れ
る
場
所
で
あ

り
、
自
然
環
境
、
文
化
、

歴
史
的
に
も
重
要
な
場
所

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

保
全
に
つ
い
て
は
専
門
家

や
関
係
者
の
意
見
を
伺
い

再
質
問

超
え
る
金
額
で
す
。

　

建
設
凍
結
の
解
除
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏

ん
だ
の
か
、
そ
の
手
続
き

に
誤
り
は
な
か
っ
た
の

か
。

　

宮
内
庁
楽
部
は
他
の
地

域
の
ヨ
シ
も
試
し
た
が

「
肉
厚
で
堅
く
し
ま
っ
て

い
る
鵜
殿
が
一
番
」
と
、

明
治
以
降
、
宮
内
庁
は
鵜

殿
の
ヨ
シ
だ
け
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。

　

鵜
殿
の
ヨ
シ
研
究
所
所

長
さ
ん
は
「
鵜
殿
に
橋
脚

が
で
き
れ
ば
、
地
下
水
脈

が
途
切
れ
、日
陰
も
で
き
、

ヨ
シ
原
は
大
き
く
減
少
す

る
だ
ろ
う
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
す
。

建
設
で
、
雅
楽
に
必
要
な

ヨ
シ
が
、
育
た
な
く
な
る

と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

鵜
殿
の
ヨ
シ
の
保
全
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
新
名

神
建
設
で
の
、
影
響
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

対
応
策
を
検
討
す
る
。

上
牧
小
学
校

へ
の
影
響

　

新
名
神
は
、
上
牧
小

学
校
と
隣
接
し
て
建
設

さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、

四
階
建
て
と
ほ
ぼ
同

じ
高
さ
の
と
こ
ろ
に
建

設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
騒

音
や
振
動
は
、
小
学
校

の
授
業
へ
の
、
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
対
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
、
地
元
の

要
望
は
、
市
が
責
任
を

持
っ
て
ネ
ク
ス
コ
西
日

本
と
交
渉
す
る
事
に
な

る
の
か
答
弁
を
求
め
ま

す
。

市
の
答
弁

  

上
牧
小
学
校
へ
の
騒

音
や
振
動
等
の
環
境
対

策
を
ネ
ク
ス
コ
西
日
本

に
対
し
、
教
育
環
境
に

十
分
配
慮
す
る
よ
う
に

要
請
す
る
。

鵜殿のヨシ。束をピラミッド状に立てる
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「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
は
、
消
費
税　

増
税

法
案
や
社
会
保
障
制
度　

改
革
推
進
法
案
と
と
も

に
、
多
く
の
国
民
の
反
対

市
町
村
の
保
育
実
施
義
務
に
つ
い
て

　

市
町
村
が
保
育
の
、
実

施
義
務
を
引
き
続
き
担
う

事
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
児
童
福
祉
法
２
４
条 

第
２
項
で
は
、
保
育
所
以

外
の
認
定
こ
ど
も
園
や
家

庭
的
保
育
事
業
な
ど
で

の
、
保
育
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
規
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
型
保
育
事
業
、
小

規
模
保
育
、家
庭
的
保
育
、

居
宅
訪
問
型
保
育
、
事
業

所
内
保
育
な
ど
、
施
設
体

系
は
多
様
な
形
態
の
施

設
、
事
業
者
が
併
存
す
る

事
に
な
り
、
ま
す
ま
す
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
型
保
育
は
、
ビ
ル

の
一
室
で
も
保
育
が
で
き

る
こ
と
に
、
小
規
模
保
育

や
家
庭
的
保
育
な
ど
、
緩

い
基
準
で
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
国
際
的
に
も
低
水

準
の
現
行
最
低
基
準
を
、

下
回
る
条
件
で
の
保
育

を
、
容
認
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
面
か
ら

見
て
、
ど
う
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

市
の
答
弁

　

小
規
模
保
育
や
家
庭
的

保
育
な
ど
の
保
育
事
業

は
、
運
営
や
設
備
基
準
に

つ
い
て
も
安
全
性
を
勘
案

し
た
上
で
、
今
後
、
国
が

示
す
基
準
に
基
づ
き
条
例

を
定
め
る
。

再
質
問

　

国
が
新
制
度
で
示
し
て

い
る
か
ら
と
、
市
が
導
入

す
る
か
ど
う
か
は
、
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
認
可
外
の
認
定

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
市

の
保
育
士
が
訪
問
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
、
指
導
を
す

る
制
度
を
独
自
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
１

人
あ
た
り
の
面
積
も
０
才

児
に
つ
い
て
は
認
可
保
育

所
と
同
じ
、
３
．
３
㎡
で

民間保育所への建設補助廃止
　

現
在
、
国
が
２
分
の
１
、
市
が
４
分
の

１
出
し
て
い
る
認
可
保
育
所
の
建
設
・
改

修
費
の
補
助
金
廃
止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。　

民
間
保
育
所
の
整
備
費
を
廃
止

す
れ
ば
、保
育
所
が
建
設
さ
れ
な
く
な
り
、

自
治
体
は
保
育
の
公
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
給
付
費
・
委
託
費
を
設
定
し
、

毎
年
給
付
す
る
制
度
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
建
設
や
改
修

に
必
要
な
金
額
が
、
用
意
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所
が
建
て
ら
れ

な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
も
な
り
ま
す
。

　

国
補
助
が
今
ま
で
通
り
、
担
保
で
き
る

の
か
、
大
い
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
制
度

も
、
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
措

置
か
ら
給
付
へ
と
、
大
き
く
舵
を
切
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
問
題
で
す
。
民
間
保
育
所

へ
の
補
助
制
度
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

必
要
な
も
の
は
保
障
す
る
責
任
は
国
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
国
に
対
し
て
要

望
し
て
下
さ
い
。

す
。

　

し
か
し
、
地
域
型
保
育

な
ど
の
国
の
基
準
は
も
っ

と
緩
和
さ
れ
、
子
ど
も
の

保
育
環
境
は
ひ
ど
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
型
保
育
を

利
用
す
る
場
合
は
、
施
設

と
の
契
約
に
な
り
、
保
育

料
も
施
設
が
独
自
に
決
定

し
、
施
設
に
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
環
境
を
守
る

と
い
う
点
で
、
ど
の
事
業

を
取
り
入
れ
る
の
か
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

の
声
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
衆
議
院
で
の

審
議
は
、
法
案
成
立
を
急

ぐ
あ
ま
り
、
一
括
審
議
と

し
た
う
え
に
、
修
正
法
案

に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
13

時
間
の
審
議
し
か
行
わ
ず

に
、
採
決
を
強
行
し
た
こ

と
は
、
議
会
制
民
主
主
義

を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ

り
、
と
う
て
い
認
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。


